
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域アンケート調査について 
（予約型乗合タクシーに関する意向調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年６月４日 

 
 
 

資料 2-2 



 1

1. 調査目的 
デマンド交通運行計画（案）に基づき、需要を予測するために必要な項目を盛り込んだアンケ

ート調査を実施する。また、需要調査結果に基づき、待ち時間や相乗りによる迂回時間といった

利用者のサービスレベルを含めた運行体制の詳細検討に必要な情報を収集する。 
 
2. 調査対象・調査方法 

予約型乗合タクシーの実証運行の対象地域に対して、アンケート調査を実施。 

表 2-1 調査対象・調査方法 

調査対象 調査方法 
石薬師・久間田・ 
一ノ宮地区に 
在住の世帯 

・鈴鹿市広報誌に織り込む形で、アンケート調査を実施。 
※1 世帯に調査票１枚を送付 

・調査票の折込み、回収を地区協議会にご協力頂き実施。 
 

3. 調査時期 
R6.6.5～R6.6.19（調査実施中） 
 

4. 調査規模 
石薬師・久間田・一ノ宮地区の全世帯（5,381 世帯）に配布。 
※地区ごとの内訳…石薬師地区：1,928 世帯、久間田地区：585 世帯、一ノ宮地区：2882 世帯 

 
5. 調査項目 

回答者の属性、予約型乗合タクシーを利用する際の行先、追加を希望する停留所、その他の意

見を調査項目として設定。 

表 5-1 調査項目と主な用途 

調査項目 用途 

回答者の属性 住所（郵便番号）、停留所、性別、年齢 需要予測に活用 

（シミュレーションの 

インプットデータとして活用） 
予約型乗合タクシー 
を利用する際の行先 

行先の名称、停留所番号、出発時刻、 

帰りの時刻、頻度、曜日 

追加を希望する 
停留所 

‐ 停留所設置の検討に活用 

その他の意見 
‐ 上記の内容の補足情報 

として収集 
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6. アンケート調査結果の活用方法 
調査結果は運行計画を立案するためのシミュレーションに活用。 
利用者最大待ち時間や相乗りによる最大許容迂回時間といった利用者サービスレベルを含めた

運行体制での詳細シミュレーションを実施し、適切なサービス水準を検討。 
 

 

 

 
図 6-1 予約型乗合タクシーの利用者サービスレベルのイメージ 
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■参考資料（アンケート依頼文、位置図、調査票）※１例として、久間田地域のものを掲載 
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